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開所前から課題
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安全のための仕掛けが安眠を妨げることに
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「次世代介護経営塾」
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「眠りSCAN」と出会う
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生産性向上推進体制加算

（Ⅰ）100 単位/ 月

（Ⅱ） 10 単位/ 月
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〇対象事業一覧

（地密）介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護医療院、
（介護予防・地密）特定施設入居者生活介護

（介護予防）短期入所療養介護、（介護予防）短期入所生活

介護、看護小規模多機能型居宅介護、小規模多機能型居宅

介護、（介護予防）認知症対応型共同生活介護



וֹ

（共通）利用者の安全並びに介護サービスの
質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を
検討するための委員会（3月1回 設置義務）

取組の中心
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テクノロジーの導入

①見守り機器、②インカム等、③介護記録

加算Ⅱ 1つ以上

加算Ⅰ 全 部
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業務改善の取り組みの実績報告 年1回

（共通）

・利用者のQOL等の変化（WHO -5）

・総業務時間、超過勤務時間の変化

・年次有給休暇の取得状況
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業務改善の取り組みの実績報告 年1回

（加算Ⅰ）

・心理的負担等の変化（SRSー１８等）

・機器等の導入による業務時間の変化

（タイムスタディ調査）
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（利点）
・眠りCONNECT ユーザーのみ使用可
・厚労省の書式に合わせ出力
・業務時間把握の他に、歩数把握も可能
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（加算Ⅰ）職員間の適切な役割分担

・業務の平準化

・介護助手の活用

・周辺業務の外注
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令和7年2月11 日 河北新報朝刊
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・介護助手採用の注意点

加算要件となるのは、雇用契約が前提

＝ボランティア（有償も含む）は今の

ところ不可（仙台市回答）
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（加算Ⅰ）改善の取り組みによる成果の確認

加算Ⅱの取り組みを3月以上継続し、導入前
後の状況比較



וֹ

いきなり加算Ⅰ取得の場合

利用者の満足度の変化

導入前からいた利用者に「ヒヤリング」して、
問題なさそうだったらそれを「委員会で確
認」すればOK



וֹ

デジタル中核人材養成研修
（厚生労働省令和6年度介護デジタル中核人材養成に向けた調査研究事業一式）
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アラエル
シャワーポッド
（酒井医療株式会社）
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ドクターメイト
オンライン療養指導
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〇「生産性向上」で得られるもの

・ケアの専門性、価値を高めること

・利用者様に関わる時間が増える

・スタッフの身体的・精神的負担の軽減

・収入増と経費削減



〇ケアの専門性、価値を高めること

「介護過程の展開」

利用者の状況や課題を把握し、目標を設
定、計画を立て、支援を実践、そしてそ
の成果を評価する、一連のプロセス



「介護過程の展開」
ICF （国際生活機能分類）をベースにし

たオリジナル帳票でアセスメント、計画
立案、実施、評価のプロセスを展開。
令和5年度から、軍司大輔氏（当会理事、
NPO法人コトラボ代表）の監修指導の下
取り組みを実施している。



「介護過程の展開」
生活環境の変化、認知症の進行等

→不安や環境要因が周辺行動を悪化
→その原因を分析し、ケア方法検討

→ご本人の生活が安定



〇「生産性向上」で得られるもの

・ケアの専門性、価値を高めること

・利用者様に関わる時間が増える

・スタッフの身体的・精神的負担の軽減

・収入増と経費削減



〇残業時間（通常、休日、深夜）

R4 年度 3279 時間

R5 年度 2204 時間

R6 年度 1708 時間



〇離職率

R4 年度 6.5 ％

R5 年度 3.45 ％

R6 年度 5.4 ％



事業活動収入（過去3か年）

R4 535,435,030 円

R5 540,965,502 円

R6 542,700,118 円



事業活動収支差額

R4 ▲7,462,921 円

R5 ▲5,608,386 円

R6 5,590,886 円
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